




























































































































































































































































































































































No. 日 付（号） 記事内容 費 用
23 1969年 9月 台風による屋根瓦の補修
41 1971年 4月 教会堂玄関前のコンクリート打ち直し
49 1973年 4月 放火によるボヤのため「ベストリーの修理，ガラス入れ」 6,859円
92 1978年 3月 瓦の修理完了 9,100円
110 1979年 8月 台所のガス，水道の補修工事 200,000円
115 1980年 1月 台風被害による屋根瓦の修理 150,000円
116 1980年 2月 教会堂内の「化粧直し」（昨年10月） 773,925円
118 1980年 4月 鐘楼の完成 636,000円
120 1980年 6月 集会室廊下台所の内装工事 489,000円
131 1982年 5月 教会堂外壁補修（一昨年10月，昨年5月の2回分ペンキ塗り代） 外壁塗装582,000円
156 1983年9，10月 教会堂に換気扇 取り付け 5,200円
157 1983年11月 トイレ便器改修 180,000円
194 1987年11月 教会堂の「増改築の完成」 19,605,000円
214 1989年8，9月 教会堂外壁ペンキ塗り 600,000～700,000円程度
249 1992年11月 教会堂外壁ペンキ塗り 1,756,150円
270 1994年11月 床下補修工事 半額 1,003,220円
293 1997年 3月 祭壇の段差を小さくする工事及び正面の壁の修理 41,200円













































No. 日 付（号） 記事内容 費 用
335 2001年8，9月 教会堂内フローリング工事 179,358円
341 2001年12月 11月15日実施の屋根の補修工事 291,900円
365 2004年 5月 教会堂東側外壁ペンキ塗り 1,075,557円
395 2006年11月 堂内の床修理 131,754円
図22 現在の聖愛教会の北面
の屋根瓦がなお残存している可能性がある。
結 語
本稿では，聖愛教会について1949年の創建時ならびに
1964年建設時の教会堂の復元的考察を行うとともに，現
在の建物の保存状態を検討してきた。創建時の建物はその
後の建物とは直接関係するものではないが，その下見板張
りを伴う外観は，1964年当時の教会側にとって継承した
いと思わせる意匠になり，引いてはその想いが下見板張り
の校長室の再利用に結びついたのかもしれない。
聖愛教会の建物の歴史的意味は，この立教小学校の部材
を再利用したところにある。ただ，学校とは用途の異なる
教会堂に応用したので，どの程度までその校長室の姿が移
築保存されていたのかは正直なところであり
6），堂内は
すでに改修され昔の面影はない。しかしながら，外観意匠
上の特徴である下見板張りは，教会堂の東面，北面（窓ま
わり以外），そして南面の一部に残されていることは確実で
あり，小屋組も当初材の可能性がある。つまり，外観につ
いては1964年建設時の姿をよく残していると言える。
現時点で築46年となる聖愛教会は，文化財として一般
的に原則としている築50年という観点からすれば，これ
からの文化財の候補ということになる。本教会堂について
は，西面を除く3面が道路から眺められるため，とくに東
面と北面の外観は，昔日のイメージを損なうことなく，街
区のランドマーク的な存在になっている。その意味から例
えば国の登録有形文化財の登録基準に照らせば，「国土の
歴史的景観に寄与しているもの」に該当する可能性はある。
なお，近年下見板にはペンキ塗装がなされたため，古材
と新材との差異化を目視で行うことは困難であったので，
さらに厳密な保存状態の検討は今後の課題としたい。
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註
1）本教会の沿革史については，日本聖公会東京地区聖愛教会百
年史編集委員会（編）:『聖愛教会百年史 聖愛の友』（発行，
聖愛教会，1989年）を参照した。以下，本文中に用いるとき
は，『百年史』と略す。
2）『聖愛の友』（No.29，1970年3月発行） これは聖愛教会が毎
月発行している教会だよりで，100号ごとに冊子化して聖愛教
会に保管されている。
3）このときの工事請負契約書が存在し，それによると移築工事
費は300万円であった。
4）『聖愛の友』（No.51，1973年6月発行） 立教小学校について
は，『昭和42年 立教小学校要覧』，『昭和27年 立教小学校要
覧』があり，取り壊す以前の立教小学校の全校舎全面図と施
設概要の記載がある。また『立教小学校三十年史』（1977年）
には，校舎の一部の写真が掲載されている。さらに酒向誠著
『あなたまかせの男の旅路』（自費出版，1980年）に立教小学
校の解体についての話が掲載されている。
5）『聖愛の友』（No.172，1985年4月発行「近年の建築改築
営繕と今後の計画について」）
6）立教小学校は，清水組（現清水建設）によって池袋の地に建
てられた。清水建設には図面をはじめとする資料は存在しな
かった。また，立教小学校関連の文献（註4）には校長室その
ものの写真は掲載されていなかった。
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図23 現在の聖愛教会の東面ならびに南側ベストリー
